
年
次
ご
と
の
主
な
で
き
ご
と

利
用
者
の
便
を
は
か
る
た
め
、
福
井
藩
に
関
す
る
主
な
で
き
ご
と
を
一
年
ご
と
に
簡
単
に
紹
介
す
る
。
た
だ
し

諸
儀
礼
や
冠
婚
葬
祭
、
幕
府
法
令
等
は
原
則
と
し
て
除
外
し
た
。

一

安
政
元
年
（
一
八
五
四
）

前
年
六
月
の
通
告
通
り
、
ペ
リ
ー
は
一
月
、
七
艘
の
艦
隊
を
率
い
て
再
び
来
航
し
た
。
福
井
藩
の
固
場
（
警
衛

の
持
場
）
は
最
初
武
蔵
国
芝
と
さ
れ
た
が
、
変
更
を
願
い
出
て
前
回
と
同
様
品
川
御
殿
山
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。「
家
譜
」
に
も
家
老
山
県
三
郎
兵
衛
を
士
大
将
と
す
る
詳
細
な
配
置
が
記
さ
れ
て
い
る
。
二
月
二
十
一
日

に
は
慶
永
自
身
が
品
川
に
赴
き
、
警
備
の
視
察
を
行
っ
た
。
慶
永
は
二
十
九
日
、
ア
メ
リ
カ
船
来
航
に
関
す
る
長

文
の
建
言
書
を
幕
府
に
提
出
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
大
名
の
経
済
的
疲
弊
や
軍
備
増
強
の
必
要
性
を
説
き
、
折
々

の
献
上
物
の
廃
止
に
加
え
、
参
勤
交
代
の
緩
和
、
大
名
妻
子
の
帰
国
な
ど
を
提
案
し
て
い
る
。
今
回
の
来
航
に
よ

り
、
三
月
に
日
米
和
親
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。
な
お
幕
府
は
八
月
に
イ
ギ
リ
ス
、
十
二
月
に
は
ロ
シ
ア
と
も
和
親

条
約
を
調
印
し
た
。

こ
の
年
二
十
七
歳
の
慶
永
は
、
老
中
首
座
阿
部
正
弘
と
関
係
が
深
い
こ
と
も
あ
り
（
先
々
代
藩
主
斉
承
の
妹
謹

姫
が
正
弘
の
正
室
、
慶
永
の
養
女
謐
姫
が
継
室
）、
幕
政
に
対
し
て
積
極
的
に
発
言
を
行
っ
た
。
慶
永
は
前
年
に

も
幕
府
に
提
出
し
た
答
申
書
で
十
分
な
防
衛
の
準
備
と
財
源
確
保
の
た
め
の
倹
約
を
訴
え
て
い
た
。
こ
の
考
え
方

は
藩
内
に
お
い
て
も
実
践
さ
れ
て
お
り
、
三
月
に
は
勇
姫
付
き
女
中
な
ど
二
〇
人
を
減
ら
し
、
四
月
に
は
家
格
・

し
き
た
り
に
構
わ
ず
、
虚
飾
を
排
し
十
か
年
の
倹
約
を
命
じ
る
な
ど
、
更
に
節
倹
に
努
め
て
お
り
、
六
月
十
日
の

項
に
は
、
そ
の
内
容
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
年
は
災
害
に
悩
ま
さ
れ
た
年
で
も
あ
っ
た
。
前
年
六
月
十
二
日
の
城
下
京
町
の
大
火
に
続
き
、
六

月
に
は
塩
町
で
大
火
が
発
生
し
た
。
夏
の
大
水
で
は
一
五
万
二
〇
一
〇
石
が
損
毛
と
な
っ
た
と
届
出
が
な
さ
れ
て



い
る
。
さ
ら
に
十
一
月
四
日
・
五
日
に
は
連
続
し
て
大
地
震
が
起
き
た
。
こ
の
地
震
で
は
東
海
道
の
交
通
が
途
絶

し
、
下
田
で
は
津
波
が
発
生
す
る
な
ど
各
地
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
福
井
も
例
外
で
は
な
く
、
翌
十
二

月
に
国
許
で
の
被
害
の
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
る
。

二

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）

前
年
の
和
親
条
約
締
結
以
来
、
幕
府
で
は
防
衛
を
強
化
す
る
方
針
が
さ
ら
に
徹
底
さ
れ
た
。
三
月
、
幕
府
は
砲

器
製
造
の
た
め
、
本
寺
用
や
古
来
の
名
器
、
時
の
鐘
と
し
て
使
用
中
の
も
の
を
除
く
梵
鐘
を
砲
器
に
鋳
造
せ
よ
と

の
布
告
を
出
し
、
こ
の
触
は
領
内
に
も
告
げ
ら
れ
た
。

藩
内
で
は
家
臣
団
に
文
武
奨
励
を
鼓
舞
す
る
一
方
、
二
月
、
経
済
的
に
難
渋
す
る
藩
士
に
対
し
「
御
趣
意
銀
」

を
融
資
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
融
資
の
条
件
は
他
国
御
用
、
養
子
縁
組
、
類
焼
な
ど
、
過
分
の
出
費
が
あ
る
場

合
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
三
月
に
は
、
城
内
三
の
丸
に
学
問
所
が
お
か
れ
、
こ
れ
は
六
月
に
明
道
館
と
名
付
け
ら
れ
た
。

八
月
に
な
る
と
、
翌
年
の
参
勤
交
代
に
際
し
、
通
常
国
許
へ
の
出
発
は
四
月
で
あ
る
が
、
初
代
藩
主
結
城
秀
康

の
二
百
五
十
回
忌
法
要
を
四
月
に
執
行
す
る
た
め
、
三
月
中
ご
ろ
に
福
井
へ
出
発
す
る
こ
と
の
許
可
を
求
め
て
い

る
。前

年
に
引
続
き
、
こ
の
年
も
大
地
震
が
発
生
し
た
。
十
月
二
日
の
安
政
大
地
震
で
あ
る
。
江
戸
で
は
一
万
四
千

戸
余
の
家
屋
が
倒
壊
・
焼
失
し
、
四
千
人
余
の
死
者
が
で
た
。
こ
の
地
震
で
は
水
戸
藩
藩
邸
が
倒
壊
し
て
、
前
藩

主
徳
川
斉
昭
の
腹
心
で
あ
っ
た
戸
田
忠
太
夫
や
藤
田
東
湖
が
死
亡
し
た
。

十
一
月
に
は
製
造
方
に
よ
る
砲
弾
の
製
造
が
本
格
化
し
た
。
十
八
日
付
で
家
臣
芦
田
信
濃
（
俊
斎
）
が
総
管
に

任
じ
ら
れ
、
海
岸
防
衛
強
化
の
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
砲
弾
や
火
管
・
薬
嚢
等
の
製
造
を
担
当
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。



三

安
政
三
年
（
一
八
五
六
）

日
本
の
開
国
を
実
現
さ
せ
た
ア
メ
リ
カ
は
次
の
段
階
と
し
て
通
商
の
開
始
を
目
指
し
た
。
七
月
に
ア
メ
リ
カ
駐

日
総
領
事
ハ
リ
ス
は
下
田
に
来
航
す
る
と
、
通
商
の
自
由
と
通
貨
交
換
比
率
の
取
り
決
め
を
下
田
奉
行
に
要
求
し

た
。藩

で
は
藩
政
改
革
が
進
み
つ
つ
あ
り
、
洋
学
の
導
入
が
進
ん
だ
。
一
月
、
広
島
藩
出
身
の
洋
学
者
で
、
嘉
永
二

年
に
福
井
藩
に
召
し
抱
え
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
幕
府
か
ら
の
要
請
に
よ
り
天
文
方
に
勤
め
て
い
た
市
川
斎
宮
を

海
防
・
軍
制
取
調
の
た
め
福
井
に
戻
し
た
。
ま
た
、
洋
学
を
学
ぶ
た
め
に
必
要
な
辞
書
（
ウ
エ
ラ
ン
ト
辞
典＝

オ

ラ
ン
ダ
語
辞
書
）
を
蔵
版
と
す
る
こ
と
が
幕
府
か
ら
認
め
ら
れ
て
お
り
、
藩
で
は
医
師
に
漢
方
・
西
洋
医
学
の
両

方
を
学
ぶ
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
は
市
川
の
ほ
か
、
高
岡
出
身
の
坪
井
信
良
も
慶
永
に
召
し
抱
え
ら

れ
奥
医
師
と
な
っ
た
。
な
お
坪
井
は
安
政
四
年
に
は
明
道
館
洋
学
所
に
勤
め
、
の
ち
将
軍
家
の
奥
医
師
を
勤
め
た
。

明
道
館
関
係
で
は
慶
永
が
三
月
に
江
戸
か
ら
福
井
に
戻
る
と
学
問
の
振
興
に
重
点
を
置
き
、
六
月
に
学
則
が
制

定
さ
れ
た
。
し
か
し
さ
し
た
る
成
果
が
見
ら
れ
な
い
た
め
橋
本
左
内
を
江
戸
か
ら
呼
び
戻
し
、
九
月
に
矢
島
立
軒

と
と
も
に
明
道
館
幹
事
と
し
て
任
命
し
改
革
に
あ
た
ら
せ
た
。

軍
事
面
で
は
四
月
、
三
国
湊
（
泥
原
新
保
・
宿
・
米
ケ
脇
）
に
大
砲
設
置
の
た
め
の
台
場
築
造
を
命
じ
、
五
月

二
十
五
日
に
は
慶
永
自
身
も
泥
原
新
保
浦
を
視
察
す
る
な
ど
、
海
防
の
強
化
が
一
層
進
め
ら
れ
た
。

四

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）

老
中
阿
部
正
弘
は
三
家
の
一
つ
、
水
戸
藩
の
徳
川
斉
昭
を
幕
政
に
参
加
さ
せ
る
と
と
も
に
、
外
交
問
題
を
朝
廷

に
奏
上
し
、
大
名
や
幕
臣
に
諮
問
し
た
。
ま
た
、
慶
永
や
鹿
児
島
藩
の
島
津
斉
彬
ら
雄
藩
の
大
名
と
協
調
し
て
幕

政
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
六
月
に
死
去
し
た
。
そ
の
あ
と
を
受
け
た
老
中
堀
田
正
睦
は
ハ
リ
ス
か
ら
の
通

商
要
求
を
受
け
、
十
二
月
十
三
日
に
通
商
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
朝
廷
に
報
告
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
二
十
九

日
に
登
城
し
た
慶
永
は
大
目
付
土
岐
頼
旨
・
目
付
鵜
殿
長
鋭
・
岩
瀬
忠
震
に
対
し
て
条
約
締
結
に
関
し
て
詰
問
を



行
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
ろ
慶
永
は
開
国
通
商
論
に
転
じ
て
い
た
も
の
の
、
幕
府
が
締
結
す
る
条
約
の
内
容
は
慶
永

の
建
言
か
ら
は
程
遠
い
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

正
月
以
来
慶
永
は
橋
本
左
内
を
中
心
に
す
え
、
藩
政
改
革
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
が
、
そ
の
成
果
を
確
認

で
き
な
い
ま
ま
、
四
月
二
十
五
日
参
勤
交
代
で
福
井
を
出
発
し
た
。

前
年
か
ら
生
じ
て
い
た
、
い
わ
ゆ
る
将
軍
継
嗣
問
題
は
こ
の
年
秋
ご
ろ
か
ら
よ
り
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
。
そ

し
て
徳
川
斉
昭
の
子
で
英
明
と
の
評
判
が
高
い
一
橋
慶
喜
を
推
す
慶
永
ら
と
、
将
軍
家
と
の
血
縁
を
重
視
し
て
、

和
歌
山
藩
主
徳
川
慶
福
を
推
す
彦
根
藩
主
井
伊
直
弼
ら
が
争
う
こ
と
に
な
り
、
幕
府
内
で
は
深
刻
な
対
立
が
生
ま

れ
た
。
慶
永
は
八
月
、
信
頼
の
厚
い
橋
本
左
内
を
江
戸
に
呼
び
寄
せ
る
と
、
翌
年
二
月
、
京
都
に
左
内
を
派
遣
し
、

積
極
的
な
運
動
を
展
開
さ
せ
た
。

藩
で
は
以
前
に
も
増
し
て
軍
備
の
増
強
が
図
ら
れ
た
。
一
月
に
武
具
の
様
式
や
藩
士
の
石
高
に
応
じ
た
軍
役
を

定
め
る
と
と
も
に
、
製
造
方
に
お
い
て
必
要
な
銃
器
な
ど
の
製
作
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。
四
月
に
は
撃
発
銃
の

所
持
を
藩
士
に
勧
め
、
代
価
を
年
賦
で
支
払
う
よ
う
に
定
め
た
。
同
じ
四
月
、
明
道
館
内
に
惣
武
芸
稽
古
所
を
設

け
、
文
武
一
致
を
掲
げ
一
段
と
そ
の
強
化
に
努
め
た
。
鉄
砲
に
つ
い
て
は
城
下
志
比
口
に
製
造
方
細
工
場
を
設
け
、

九
月
か
ら
は
町
在
す
べ
て
の
鉄
砲
職
人
を
こ
こ
に
集
め
作
業
さ
せ
た
。
も
っ
と
も
四
月
二
十
七
日
、
松
岡
の
火
薬

工
場
で
爆
発
が
起
こ
っ
て
大
き
な
被
害
を
出
し
、
翌
年
に
も
再
び
爆
発
事
故
が
発
生
す
る
と
藩
内
に
は
不
信
感
が

生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
九
月
に
は
コ
ッ
ト
ル
船
（
洋
式
帆
船
）
の
製
造
を
願
い
出
て
許
可
さ
れ
て
お
り
、

福
井
藩
が
海
防
や
商
業
貿
易
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
他
、
明
道
館
関
係
で
は
四
月
、
館
内
に
洋
書
習
学
所
を
設
置
し
、
閏
五
月
に
は
数
学
科
を
設
け
る
な
ど
、

福
井
藩
は
時
代
に
即
応
し
た
学
問
を
積
極
的
に
導
入
し
て
い
っ
た
。

藩
の
職
制
に
関
し
て
は
一
月
、
こ
れ
ま
で
一
四
領
あ
っ
た
代
官
領
を
二
領
づ
つ
統
合
し
て
七
領
に
ま
と
め
、
四

月
に
は
金
津
奉
行
を
廃
し
て
そ
の
所
管
で
あ
っ
た
川
北
領
を
郡
奉
行
の
管
轄
に
す
る
な
ど
、
大
き
な
変
革
が
お
こ

な
わ
れ
た
。



な
お
、
閏
五
月
に
は
先
々
代
藩
主
斉
承
の
正
室
松
栄
院
が
死
去
し
た
。
松
栄
院
は
十
一
代
将
軍
家
斉
の
娘
で
、

慶
永
の
福
井
藩
主
就
任
を
強
く
願
い
、
幕
府
大
奥
に
も
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
。「
家
譜
」
で
は
松
栄
院

の
葬
儀
や
法
事
の
記
録
に
多
く
の
紙
幅
が
割
か
れ
て
い
る
が
、
松
栄
院
の
死
去
は
慶
永
に
と
っ
て
も
大
き
な
打
撃

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

五

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

一
月
、
幕
府
は
日
米
修
好
通
商
条
約
の
条
文
を
確
定
し
、
朝
廷
に
勅
許
を
求
め
た
。「
家
譜
」
で
は
一
月
か
ら

老
中
と
の
「
御
逢
対
御
勤
」
が
増
加
し
、
ま
た
、
本
来
は
帰
国
す
る
年
に
あ
た
っ
て
い
る
が
そ
れ
が
許
可
さ
れ
な

い
な
ど
、
前
年
末
か
ら
慶
永
が
条
約
の
内
容
に
つ
い
て
積
極
的
に
幕
政
に
関
与
し
、
意
見
を
述
べ
て
い
る
様
子
が

わ
か
る
。
し
か
し
孝
明
天
皇
は
条
約
の
締
結
を
認
め
ず
、
三
月
に
正
式
に
調
印
拒
否
の
勅
答
を
老
中
堀
田
正
睦
に

伝
え
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
老
井
伊
直
弼
は
六
月
、
専
決
で
日
米
通
商
修
好
条
約
に
調
印
す
る
。
こ
れ
に

対
し
て
慶
永
や
水
戸
藩
の
徳
川
斉
昭
、
一
橋
慶
喜
、
名
古
屋
藩
主
徳
川
慶
恕
ら
は
違
勅
調
印
を
と
が
め
て
登
城
し

た
が
、
逆
に
不
時
登
城
の
か
ど
で
罰
せ
ら
れ
、
七
月
五
日
、
慶
永
は
三
十
一
歳
の
若
さ
で
隠
居
・
謹
慎
の
身
と
な

っ
た
。

も
う
一
つ
の
懸
案
で
あ
る
将
軍
継
嗣
問
題
は
六
月
、
井
伊
ら
が
推
し
た
和
歌
山
藩
主
徳
川
慶
福
が
家
定
の
継
嗣

と
決
定
さ
れ
、
家
定
の
死
後
家
茂
と
改
名
し
て
十
四
代
将
軍
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
福
井
藩
で
は
か
ね
て
か
ら
望
ん
で
い
た
熊
本
藩
士
横
井
小
楠
の
招
聘
に
成
功
し
、
小
楠
は
四
月
に

福
井
に
到
着
し
た
。
彼
は
五
〇
人
扶
持
、
賓
師
と
し
て
処
遇
さ
れ
た
。
小
楠
は
明
道
館
で
教
育
に
従
事
し
、
間
も

な
く
藩
政
に
も
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

同
年
十
二
月
、
小
楠
は
弟
が
死
去
し
た
た
め
に
一
旦
熊
本
に
戻
る
が
、
そ
の
際
に
三
岡
石
五
郎
（
の
ち
の
由
利

公
正
）
ら
三
名
を
同
行
さ
せ
た
。
彼
ら
は
九
州
各
地
を
視
察
し
、
こ
れ
が
後
に
長
崎
交
易
を
開
く
端
緒
と
な
り
、

大
き
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。



な
お
、
慶
永
が
隠
居
処
分
を
受
け
る
と
、
同
族
の
糸
魚
川
藩
か
ら
松
平
直
廉
が
藩
主
に
迎
え
ら
れ
、
将
軍
の
偏

諱
を
賜
っ
て
茂
昭
と
名
乗
っ
た
。「
家
譜
」
は
藩
主
の
行
動
記
録
が
中
心
と
な
る
の
で
、
こ
れ
以
降
藩
政
関
係
の

記
述
は
主
に
「
茂
昭
家
譜
」
が
中
心
と
な
る
。

藩
主
退
任
に
あ
た
っ
て
慶
永
は
七
月
十
七
日
、
国
許
の
家
臣
団
に
次
の
よ
う
な
直
書
を
送
っ
た
。「
処
分
に
つ

い
て
は
不
満
も
あ
ろ
う
が
、
家
門
の
立
場
で
幕
府
に
尽
く
し
た
結
果
で
あ
り
、
一
身
の
禍
福
を
ど
う
こ
う
言
う
つ

も
り
は
全
く
な
い
。
お
前
た
ち
も
職
分
を
守
り
、
日
向
守
（
直
廉
）
の
た
め
に
忠
勤
を
励
む
よ
う
に
。
不
平
を
言

う
の
は
忠
義
か
ら
出
た
こ
と
で
あ
っ
て
も
私
の
気
持
ち
に
沿
わ
な
い
こ
と
だ
。」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
う
し

て
慶
永
は
長
い
謹
慎
生
活
に
入
っ
た
。

な
お
慶
永
は
十
月
十
三
日
、
春
嶽
と
称
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
十
一
月
に
は
住
居
も
霊
岸
島
の
中
屋
敷
に
移
っ
た
。

六

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）

大
老
井
伊
直
弼
は
前
年
七
月
、
水
戸
藩
の
徳
川
斉
昭
や
福
井
藩
主
の
慶
永
ら
を
処
分
し
た
が
、
違
約
勅
許
に
対

す
る
批
判
の
声
は
京
都
で
も
高
ま
り
、
つ
い
に
こ
の
年
の
九
月
、
本
格
的
な
反
対
派
の
弾
圧
に
の
り
出
し
た
。
い

わ
ゆ
る
安
政
の
大
獄
で
あ
る
。
小
浜
藩
士
梅
田
雲
浜
が
捕
ら
え
ら
れ
獄
中
で
病
死
、
前
年
十
月
か
ら
幕
吏
の
尋
問

を
受
け
て
い
た
橋
本
左
内
も
十
月
に
処
刑
さ
れ
た
。
ま
た
、
慶
永
は
前
年
か
ら
霊
岸
島
の
中
屋
敷
で
謹
慎
を
続
け

て
お
り
、
親
族
と
の
面
会
や
通
信
も
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
福
井
藩
全
体
が
改
革
へ
の
動
き
を
止
め
た
わ
け
で
は
な
い
。
横
井
小
楠
を
中
心
に
長
谷
部
甚
平
・
村

田
巳
三
郎
（
氏
寿
）・
三
岡
石
五
郎
ら
が
、
そ
れ
ま
で
の
節
倹
と
洋
式
軍
備
を
中
心
と
す
る
改
革
か
ら
、
積
極
的

な
殖
産
興
業
策
に
転
換
さ
せ
て
い
る
。
特
に
三
岡
は
横
井
小
楠
の
影
響
を
強
く
受
け
、
五
月
に
九
州
巡
遊
か
ら
帰

国
し
た
が
、
九
月
に
再
び
九
州
に
向
か
い
、
長
崎
に
お
け
る
福
井
藩
の
交
易
拠
点
作
り
に
努
め
る
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
年
の
「
家
譜
」
の
記
述
は
一
件
だ
け
で
あ
り
、
四
月
茂
昭
か
ら
、
慶
永
の
心
身
の
健
康
の
た
め
庭



先
の
歩
行
を
幕
府
に
願
い
、
許
可
さ
れ
て
い
る
。

七

万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）

三
月
三
日
、
大
老
井
伊
直
弼
は
上
巳
の
節
句
祝
に
登
城
す
る
途
中
、
水
戸
・
薩
摩
の
浪
士
に
殺
害
さ
れ
た
（
桜

田
門
外
の
変
）。
こ
の
後
、
幕
府
は
将
軍
家
茂
と
孝
明
天
皇
の
妹
で
あ
る
和
宮
の
婚
儀
を
申
し
出
て
、
公
武
合
体

を
図
り
、
外
交
問
題
に
も
対
処
し
よ
う
と
し
た
。

慶
永
を
は
じ
め
徳
川
慶
恕
・
一
橋
慶
喜
・
山
内
豊
信
ら
の
謹
慎
は
九
月
四
日
、
一
部
緩
和
さ
れ
た
。
親
族
と
の

面
会
や
文
書
の
往
復
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
幕
府
へ
の
献
上
物
等
は
認
め
ら
れ
、
こ
れ
以
降
慶
永
は
再
び
意
欲

を
取
り
戻
し
、
藩
政
に
も
関
与
す
る
よ
う
に
な
る
。

「
家
譜
」
に
は
記
述
が
な
い
が
、
こ
の
時
期
藩
内
で
は
激
し
い
論
争
を
経
て
横
井
小
楠
ら
に
よ
る
藩
政
の
方
針

が
確
立
さ
れ
た
。
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
小
楠
は
こ
の
年
の
末
、
富
国
・
強
兵
・
士
道
か
ら
な
る
「
国
是
三
論
」
を
ま

と
め
た
。
福
井
藩
の
進
む
べ
き
の
方
向
を
国
是
と
し
て
明
確
に
し
た
も
の
で
、「
富
国
論
」
で
は
民
富
の
た
め
の

藩
営
交
易
、
特
に
外
国
貿
易
に
対
応
で
き
る
流
通
機
構
を
述
べ
て
お
り
注
目
さ
れ
る
。
実
際
、
こ
の
こ
ろ
藩
内
に

は
産
物
会
所
が
設
置
さ
れ
、
領
内
産
物
を
集
荷
し
交
易
を
担
当
、
促
進
す
る
体
制
が
で
き
あ
が
っ
て
く
る
。

ま
た
こ
の
年
八
月
、
正
室
勇
姫
と
の
間
に
、
最
初
の
子
で
あ
る
安
姫
が
誕
生
、
慶
永
を
は
じ
め
藩
内
は
活
気
を

取
り
も
ど
し
始
め
る
の
で
あ
る
。

八

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）

慶
永
の
謹
慎
は
な
お
完
全
に
は
解
か
れ
な
か
っ
た
が
、
次
第
に
藩
内
家
臣
団
と
の
交
流
も
盛
ん
に
な
っ
て
い
っ

た
。
こ
の
年
四
月
中
旬
、
慶
永
は
江
戸
で
初
め
て
横
井
小
楠
と
対
面
し
た
。
ま
た
同
月
、
幼
少
時
か
ら
慶
永
が
厚

く
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
中
根
雪
江
も
側
用
人
に
復
帰
し
た
。

こ
の
一
年
は
、
慶
永
が
藩
政
の
み
な
ら
ず
幕
政
改
革
、
外
交
問
題
に
も
新
た
な
意
欲
を
か
き
た
て
た
年
で
、
藩



政
改
革
の
努
力
が
継
続
さ
れ
て
い
っ
た
年
と
な
っ
た
。

も
っ
と
も
、「
家
譜
」
の
記
事
は
わ
ず
か
で
、
慶
永
の
実
伯
母
に
あ
た
る
熊
本
藩
主
細
川
韶
邦
の
祖
母
蓮
性
院

の
危
篤
に
際
し
面
会
を
希
望
し
、
特
別
に
承
認
さ
れ
て
い
る
記
事
が
目
立
つ
程
度
で
あ
る
。

九

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）

四
月
二
十
五
日
、
慶
永
は
四
年
近
く
に
及
ぶ
謹
慎
処
分
を
解
か
れ
、
よ
う
や
く
自
由
の
身
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ

で
幕
府
の
公
武
合
体
政
策
は
坂
下
門
外
の
変
が
起
こ
る
な
ど
順
調
に
は
進
ま
な
か
っ
た
。
四
月
、
鹿
児
島
藩
主
の

父
島
津
久
光
が
藩
兵
を
率
い
て
入
京
し
、
朝
廷
に
対
し
幕
政
改
革
の
勅
旨
を
迫
っ
た
。

幕
府
は
勅
旨
を
容
れ
て
七
月
、
一
橋
慶
喜
を
将
軍
後
見
職
、
慶
永
を
政
事
総
裁
職
、
松
平
容
保
を
京
都
守
護
職

と
し
た
。
慶
永
は
横
井
小
楠
ら
と
相
談
の
上
政
事
総
裁
職
を
引
き
受
け
、
小
楠
の
「
国
是
七
条
」
を
幕
府
に
提
出

す
る
と
共
に
、
そ
の
考
え
を
柱
に
幕
政
改
革
を
進
め
よ
う
と
し
た
。
将
軍
上
洛
に
よ
る
公
武
の
調
整
、
参
勤
交
代

の
緩
和
や
海
軍
の
創
設
、
冗
費
の
節
約
や
人
員
の
削
限
な
ど
で
あ
る
。

し
か
し
、
幕
府
保
守
派
の
抵
抗
は
強
く
、
改
革
は
容
易
に
進
ま
な
か
っ
た
。
加
え
て
京
都
で
は
尊
王
攘
夷
を
唱

え
る
萩
藩
が
台
頭
し
、
三
条
実
美
ら
公
家
と
結
び
つ
き
を
強
め
て
い
っ
た
。

十

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）

和
宮
降
嫁
の
条
件
と
し
て
攘
夷
決
行
を
約
束
さ
せ
ら
れ
た
幕
府
で
あ
っ
た
が
、
実
行
に
移
す
様
子
が
な
か
っ
た

の
で
、
朝
廷
は
将
軍
徳
川
家
茂
に
上
洛
を
求
め
た
。
慶
永
は
一
月
、
家
茂
に
先
立
っ
て
軍
艦
順
動
丸
で
上
洛
す
る

こ
と
に
な
り
、
二
月
四
日
に
京
都
に
到
着
し
た
。
当
初
慶
永
は
勅
許
を
得
ら
れ
な
い
条
約
を
一
旦
破
棄
し
、
改
め

て
条
約
を
結
ぶ
と
い
う
破
約
攘
夷
論
の
立
場
に
立
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
い
っ
た
ん
国
家
と
し
て
結
ん
だ
条
約
を

破
棄
す
る
こ
と
は
国
際
社
会
で
は
通
用
し
な
い
と
い
う
徳
川
慶
喜
の
意
見
を
う
け
て
翻
意
し
、
朝
廷
に
開
国
を
説

得
し
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
な
い
な
ら
大
政
奉
還
を
す
べ
き
と
主
張
し
た
。



三
月
四
日
、
将
軍
家
茂
は
三
代
将
軍
家
光
以
来
二
三
〇
余
年
ぶ
り
に
上
洛
し
、
同
七
日
参
内
し
た
。
だ
が
、
将

軍
家
茂
に
下
さ
れ
た
勅
書
に
は
、
従
来
通
り
政
権
を
委
任
す
る
旨
の
記
載
が
あ
っ
た
が
、
事
柄
に
よ
っ
て
は
天
皇

が
直
に
諸
藩
に
指
示
を
下
す
こ
と
も
あ
る
と
し
て
い
た
。
こ
れ
に
失
望
し
た
慶
永
は
九
日
政
事
総
裁
職
の
辞
任
を

願
い
出
、
幕
府
の
承
認
が
得
ら
れ
な
い
ま
ま
福
井
に
戻
っ
た
。
慶
永
に
は
幕
府
か
ら
政
事
総
裁
職
の
罷
免
と
逼
塞

の
処
分
が
下
っ
た
。

し
か
し
、
慶
永
以
下
家
臣
た
ち
は
こ
れ
に
屈
せ
ず
、
藩
内
は
横
井
小
楠
ら
を
中
心
に
結
束
を
強
め
た
。
慶
永
お

よ
び
藩
主
茂
昭
が
藩
兵
四
〇
〇
〇
人
を
従
え
て
上
洛
し
、
困
難
な
状
況
の
打
開
に
つ
い
て
朝
廷
に
提
言
す
る
と
い

う
「
挙
藩
上
洛
」
が
計
画
さ
れ
た
。
さ
ら
に
計
画
遂
行
の
た
め
、
熊
本
藩
や
鹿
児
島
藩
に
も
協
力
の
要
請
が
な
さ

れ
、
鹿
児
島
藩
で
は
島
津
久
光
が
こ
れ
に
同
調
す
る
姿
勢
を
見
せ
た
。
そ
の
間
藩
内
で
は
い
っ
た
ん
計
画
実
施
が

決
ま
っ
た
も
の
の
、
将
軍
が
離
洛
す
る
と
い
う
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
、
将
軍
不
在
の
中
で
直
接
朝
廷
に
意
見

を
述
べ
る
の
は
親
藩
た
る
福
井
藩
の
取
る
べ
き
態
度
で
は
な
い
と
い
う
意
見
が
強
ま
っ
た
。
藩
論
は
分
裂
し
、「
挙

藩
上
洛
」
に
慎
重
論
を
唱
え
た
中
根
雪
江
ら
は
失
脚
し
た
。

し
か
も
幕
府
か
ら
茂
昭
に
対
す
る
参
勤
督
促
が
あ
り
、
加
え
て
上
洛
に
賛
成
し
て
い
た
村
田
巳
三
郎
が
京
都
に

赴
き
、
上
洛
を
見
合
わ
せ
る
べ
き
と
国
許
に
報
告
し
た
の
で
、
最
終
的
に
は
こ
の
計
画
は
頓
挫
す
る
。
長
谷
部
甚

平
・
三
岡
八
郎
（
由
利
公
正
）
な
ど
、
上
洛
を
主
張
し
た
家
臣
は
処
分
さ
れ
、
横
井
小
楠
は
熊
本
に
戻
っ
て
い
っ

た
。京

都
で
は
尊
王
攘
夷
派
が
勢
力
を
ふ
る
っ
て
い
た
が
、
八
月
、
公
武
合
体
派
が
武
力
に
よ
っ
て
御
所
を
制
圧
し
、

孝
明
天
皇
が
そ
の
行
為
を
容
認
し
た
た
め
三
条
実
美
ら
尊
王
攘
夷
派
の
公
家
や
萩
藩
士
は
京
都
を
追
わ
れ
た
（
八

月
十
八
日
の
政
変
）。
こ
れ
を
う
け
、
や
が
て
朝
廷
か
ら
上
洛
を
促
さ
れ
た
慶
永
は
十
月
十
三
日
福
井
を
発
っ
て

京
都
に
向
か
っ
た
。
そ
し
て
大
晦
日
に
徳
川
慶
喜
・
山
内
豊
信
・
伊
達
宗
城
・
松
平
容
保
と
と
も
に
朝
議
参
予
と

な
っ
た
（
翌
年
一
月
に
島
津
久
光
も
加
わ
る
）。



十
一

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）

前
年
末
に
お
か
れ
た
参
予
会
議
は
萩
藩
の
処
分
と
攘
夷
（
横
浜
鎖
港
）
問
題
が
主
な
議
題
で
あ
っ
た
。
慶
永
は

意
見
を
異
に
す
る
徳
川
慶
喜
と
島
津
久
光
の
間
を
取
り
持
と
う
と
苦
労
す
る
が
、
容
易
に
事
は
運
ば
な
か
っ
た
。

慶
永
は
二
月
十
五
日
に
京
都
守
護
職
に
任
じ
ら
れ
る
が
、
政
局
の
混
迷
を
解
消
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
結
局
そ
の

職
を
辞
し
て
四
月
十
九
日
、
失
意
の
う
ち
に
京
都
を
後
に
し
て
福
井
に
戻
っ
た
。

な
お
、
慶
永
が
京
都
守
護
職
に
任
じ
ら
れ
た
二
月
十
五
日
に
は
、
藩
主
茂
昭
か
ら
家
臣
に
向
け
て
の
直
書
が
出

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
京
都
に
お
い
て
慶
永
と
茂
昭
が
相
談
の
上
ま
と
め
た
も
の
で
、
幕
府
の
危
機
に
あ
た
っ
て

徳
川
第
一
の
親
藩
と
し
て
朝
幕
の
周
旋
を
行
う
こ
と
、
自
ら
文
武
に
励
み
、
節
倹
を
進
め
、
家
中
の
範
と
な
る
こ

と
を
明
言
し
、
行
動
に
間
違
い
が
あ
れ
ば
家
臣
ら
を
戒
め
る
が
、
自
分
た
ち
の
間
違
い
に
も
遠
慮
な
く
諫
言
す
る

よ
う
に
と
の
べ
、
藩
内
の
綱
紀
粛
正
に
あ
た
ろ
う
と
す
る
態
度
が
う
か
が
え
る
。

一
方
、
萩
藩
は
尊
王
攘
夷
を
か
か
げ
、
七
月
京
都
守
護
職
松
平
容
保
の
会
津
藩
が
防
衛
す
る
蛤
御
門
を
襲
撃
し

た
。
御
所
の
諸
門
警
衛
に
あ
た
っ
て
い
た
福
井
藩
兵
や
鹿
児
島
藩
兵
が
こ
れ
に
応
戦
し
、
萩
藩
は
敗
れ
る
が
、
京

の
町
が
三
万
戸
焼
失
す
る
な
ど
、
社
会
は
い
よ
い
よ
混
迷
を
深
め
て
い
っ
た
。

こ
の
禁
門
の
変
の
後
、
朝
廷
は
萩
藩
追
討
の
勅
命
を
出
し
、
福
井
藩
主
茂
昭
は
征
討
軍
の
副
将
に
任
じ
ら
れ
た
。

福
井
藩
で
は
出
兵
の
た
め
の
人
員
や
資
金
を
調
達
し
、
八
月
に
福
井
を
出
発
し
て
十
一
月
に
小
倉
に
着
い
た
が
、

萩
藩
は
戦
わ
ず
し
て
降
伏
し
た
。

ま
た
、
三
月
に
は
水
戸
藩
元
家
老
武
田
耕
雲
斎
を
中
心
と
す
る
尊
王
攘
夷
派
浪
士
（
天
狗
党
）
が
挙
兵
し
、
十

一
月
に
は
攘
夷
の
実
現
を
訴
え
京
都
に
向
か
っ
た
。
彼
ら
は
雪
の
中
十
二
月
に
美
濃
か
ら
峠
を
越
え
て
大
野
郡
に

入
り
、
今
立
郡
池
田
を
経
由
し
て
敦
賀
郡
新
保
宿
に
進
ん
だ
。
こ
の
間
越
前
諸
藩
は
幕
府
か
ら
浪
士
の
追
討
を
命

じ
ら
れ
、
慶
永
も
福
井
藩
兵
を
率
い
て
出
陣
し
た
。
武
田
ら
は
一
〇
余
藩
、
一
万
人
を
超
え
る
追
討
軍
に
包
囲
さ

れ
、
金
沢
藩
に
投
降
し
た
。

こ
の
一
年
、
福
井
藩
は
長
州
出
兵
・
天
狗
党
追
討
の
た
め
に
藩
主
茂
昭
お
よ
び
慶
永
が
そ
れ
ぞ
れ
出
陣
し
、
直



接
の
戦
闘
こ
そ
な
か
っ
た
も
の
の
多
難
な
年
で
あ
っ
た
。

十
二

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）

慶
永
は
し
ば
ら
く
は
福
井
か
ら
出
る
こ
と
な
く
平
穏
に
過
ご
し
た
。
三
月
に
は
茂
昭
も
凱
陣
し
、
領
内
は
比
較

的
落
ち
着
い
た
一
年
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
政
局
は
混
迷
を
続
け
た
。
閏
五
月
に
は
将
軍
家
茂
が
上
京
、
六
月
に

は
大
坂
城
に
移
り
第
二
次
長
州
出
兵
を
図
っ
た
。
ま
た
、
兵
庫
の
開
港
問
題
で
も
紛
糾
し
、
こ
れ
ら
の
事
態
に
鹿

児
島
藩
の
大
久
保
一
蔵
（
利
通
）
が
来
福
し
て
窮
状
を
訴
え
た
。
そ
こ
で
慶
永
は
十
月
一
日
に
い
っ
た
ん
大
坂
に

向
け
て
出
発
し
た
が
、
途
中
で
京
都
の
混
迷
ぶ
り
を
聞
き
福
井
に
引
き
返
し
た
。

な
お
家
内
で
は
五
月
、
長
女
安
姫
が
六
歳
で
病
死
し
、
十
二
月
に
次
女
貞
姫
が
誕
生
し
た
。
ち
な
み
に
慶
永
の

実
子
は
こ
の
貞
姫
が
翌
年
に
、
三
女
誠
姫
も
誕
生
し
た
慶
応
二
年
に
相
次
い
で
病
死
し
て
い
る
。
明
治
に
入
っ
て

も
猶
姫
（
五
年
生
ま
れ
）、
六
之
助
（
六
年
生
ま
れ
）、
康
泰
（
八
年
生
ま
れ
）
も
誕
生
し
た
年
に
夭
折
し
て
お
り
、

こ
の
こ
と
が
実
子
を
一
旦
里
子
と
し
て
他
家
で
養
育
す
る
方
針
に
つ
な
が
っ
た
。

十
三

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）

こ
の
年
一
月
、
薩
長
同
盟
の
密
約
が
な
り
、
政
局
は
倒
幕
の
方
向
へ
動
き
始
め
る
。
そ
の
間
、
慶
永
は
長
防
一

件
で
上
坂
の
指
示
を
受
け
、
六
月
二
十
五
日
に
福
井
を
発
ち
、
京
都
を
経
て
大
坂
に
至
っ
た
。
い
っ
た
ん
京
都
に

戻
る
と
、
八
月
二
〇
日
大
坂
で
将
軍
家
茂
が
死
去
し
た
と
の
知
ら
せ
を
受
け
、
二
十
四
日
再
び
大
坂
に
戻
り
、
翌

日
み
た
び
京
都
に
向
か
っ
た
。

し
か
し
、
将
軍
後
継
も
定
ま
ら
ず
、
不
安
を
感
じ
た
慶
永
は
、
福
井
藩
内
が
動
揺
し
て
い
る
と
の
口
実
で
十
月

一
日
に
は
福
井
へ
戻
っ
て
し
ま
う
。
十
二
月
に
入
っ
て
徳
川
慶
喜
が
第
十
五
代
将
軍
と
な
っ
た
が
、
同
月
二
十
五

日
に
は
孝
明
天
皇
が
急
死
す
る
な
ど
、
政
局
は
大
き
く
動
く
こ
と
に
な
っ
た
。



十
四

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）

前
年
か
ら
の
解
決
す
べ
き
課
題
と
し
て
兵
庫
開
港
問
題
が
あ
っ
た
。
兵
庫
は
安
政
の
五
か
国
条
約
で
文
久
三
年

（
一
八
六
三
）
開
港
と
さ
れ
て
い
た
が
、
前
年
に
国
内
の
混
乱
を
理
由
と
し
て
五
年
間
の
延
期
が
認
め
ら
れ
て
き

た
。
慶
永
は
三
月
十
日
、
幕
府
の
求
め
に
応
じ
、
開
港
し
な
け
れ
ば
外
国
に
対
し
国
家
の
威
信
を
損
な
う
と
し
て
、

天
下
が
納
得
す
る
形
で
の
速
や
か
な
開
港
が
望
ま
し
い
と
い
う
内
容
の
建
白
書
を
提
出
し
た
。
朝
廷
か
ら
も
慶
永

や
島
津
久
光
・
山
内
豊
信
・
伊
達
宗
城
ら
の
上
洛
を
求
め
ら
れ
、
こ
の
四
人
に
将
軍
も
加
わ
っ
て
の
討
議
が
な
さ

れ
た
（
四
侯
会
議
）。
そ
の
結
果
兵
庫
開
港
と
前
年
の
萩
藩
主
父
子
に
対
す
る
寛
大
な
処
分
を
認
め
る
と
い
う
勅

許
が
出
さ
れ
た
。

し
か
し
萩
藩
に
対
す
る
処
分
軽
減
を
優
先
し
た
い
四
人
に
対
し
、
慶
喜
は
ま
ず
萩
藩
か
ら
の
謝
罪
に
固
執
し
た

た
め
に
こ
の
会
議
は
決
裂
し
、
島
津
久
光
は
幕
府
を
見
限
り
京
都
を
離
れ
、
伊
達
宗
城
も
そ
れ
に
続
い
た
。
慶
永

も
母
の
病
気
を
口
実
に
翌
八
月
九
日
帰
国
し
た
。

萩
藩
の
勢
力
回
復
が
思
う
よ
う
に
進
ま
な
か
っ
た
の
で
、
同
盟
の
相
手
で
あ
る
鹿
児
島
藩
は
武
力
討
幕
を
め
ざ

す
こ
と
に
な
り
、
公
卿
の
岩
倉
具
視
と
結
び
討
幕
の
密
勅
を
出
す
よ
う
に
働
き
か
け
た
。
一
方
、
高
知
藩
の
後
藤

象
二
郎
は
坂
本
龍
馬
に
接
近
し
て
そ
の
考
え
を
受
け
入
れ
、
藩
主
山
内
豊
信
の
承
認
を
得
て
、
朝
廷
・
諸
侯
・
幕

府
に
よ
り
政
治
的
な
意
思
を
決
定
す
る
と
い
う
公
議
政
体
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
。

十
月
十
三
日
、
鹿
児
島
藩
と
萩
藩
に
討
幕
の
密
勅
が
下
さ
れ
た
が
、
翌
十
四
日
、
徳
川
慶
喜
は
高
知
藩
の
意
見

を
入
れ
て
大
政
奉
還
を
朝
廷
に
上
表
し
、
二
六
〇
年
余
続
い
た
江
戸
幕
府
は
滅
亡
し
た
。

こ
れ
を
う
け
て
慶
永
も
十
一
月
二
日
京
都
に
向
か
い
、
八
日
に
到
着
し
た
。
し
か
し
多
く
の
大
名
は
動
か
ず
、

慶
喜
の
目
指
す
大
名
会
議
の
開
催
は
危
ぶ
ま
れ
た
。

一
方
で
薩
長
は
こ
の
動
き
に
反
発
し
て
武
力
討
幕
を
企
て
、
十
二
月
九
日
に
王
政
復
古
が
宣
言
さ
れ
た
。
即
日

明
治
天
皇
を
前
に
小
御
所
会
議
が
開
か
れ
る
と
、
新
し
い
職
制
と
し
て
総
裁
・
議
定
・
参
与
が
設
け
ら
れ
、
慶
永

は
議
定
と
な
っ
た
。
し
か
し
こ
の
会
議
で
前
将
軍
徳
川
慶
喜
は
政
権
か
ら
除
外
さ
れ
、
内
大
臣
の
辞
官
と
支
配
地



の
返
納
を
求
め
ら
れ
た
た
め
、
慶
永
や
山
内
豊
信
ら
は
激
し
く
反
発
し
た
。
そ
の
後
彼
ら
の
懸
命
の
努
力
に
よ
り

討
幕
派
か
ら
一
定
の
譲
歩
を
引
き
出
し
た
が
、
慶
喜
は
翌
年
早
々
大
坂
で
挙
兵
し
た
た
め
朝
敵
と
さ
れ
、
戊
辰
戦

争
が
勃
発
し
た
の
で
あ
る
。

慶
永
は
徳
川
氏
擁
護
の
立
場
か
ら
新
政
府
と
一
線
を
画
す
こ
と
に
な
る
が
、
福
井
藩
か
ら
は
三
岡
八
郎
、
中
根

雪
江
な
ど
五
人
が
参
与
に
任
じ
ら
れ
る
な
ど
、
福
井
藩
の
新
政
に
向
け
て
の
新
た
な
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。


